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永年にわたり，社会や地域のために尽くし，幾多の困難を乗り越えられてき

た高齢者の皆様が，住みなれた地域でいきいきと健やかに暮らすことができる

「健康長寿のまち・京都」の実現に向けて，京都市では，「第５期京都市民長寿

すこやかプラン」を策定いたしました。 

本プランは，市民の皆様と京都の未来像を描いた「はばたけ未来へ！ 京プ

ラン（京都市基本計画）」（平成 22 年 12 月策定）を，高齢者保健福祉の分野で

具体化するもので，施策を総合的に推進し，高齢者の尊厳が保たれ，高齢者が

幸せに暮らせる社会を構築するための様々な方策を示しています。 

東日本大震災以降，地域が絆を深め，力を合わせて生きることの大切さが見

直されています。京都は，過去幾多の困難を，人々が知恵と力を結集すること

で乗り越えてまいりました。私は，そうした京都の地域力がますます重要にな

っていくと確信いたします。 

本プランでは，京都の地域力をいかした見守りネットワークや医療，介護，

予防，住まい，生活支援サービスを切れ目なく提供する「京都市版地域包括ケ

アシステム」の構築に向けて取り組み，地域全体で支え合う福祉のまちづくり

を進めることとしています。 

本市ではこれからも，市民の皆様としっかりと手を携え，地域の特性をいか

した支え合いの活動を育み，地域の絆を深め，「京都に住んでいて良かった」と

心から実感していただけるまちづくりを全力で進めてまいります。引き続き，

皆様の御支援，御協力をお願い申し上げます。 

 結びに，本プラン策定に多大な御協力をいただきました京都市民長寿すこや

かプラン推進協議会委員の皆様，パブリックコメントなどを通じて貴重な御意

見・御提言をお寄せくださいましたすべての皆様に，心から御礼申し上げます。 

 

 

平成２４年３月 

京都市長 
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第１章 京都市民長寿すこやかプランについて 
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１ 京都市民長寿すこやかプランの位置付け 
 

 

（１）高齢者保健福祉計画とは 

高齢者保健福祉計画は，老人福祉法第２０条の８により，市町村における策定が

義務付けられており，元気な高齢者への健康づくりや生きがいづくり，ひとり暮ら

し高齢者への生活支援をはじめ，寝たきりや認知症，要介護状態になることを予防

するサービスの提供，さらには要介護高齢者への介護サービスの提供など，本市に

暮らす高齢者を対象とした保健サービスや福祉サービス全般にわたる供給体制づ

くりなどについて定めることとされています。 
 

 

（２）介護保険事業計画とは 

介護保険事業計画は，介護保険法第１１７条により，市町村における策定が義務

付けられており，地域における介護サービスの必要量を見込み，それを確保するた

めの方策や保険料算定の基礎となる財政規模のほか，介護保険を円滑に運営するた

めに必要な事業等について定めることとされています。 
 
 

（３）京都市民長寿すこやかプランとは 

高齢者保健福祉計画は，高齢者の福祉及び保健事業全般にわたる供給体制づくり

などについて定めるものであり，介護保険事業計画の内容を包含するものです。ま

た，老人福祉法及び介護保険法では，これら２つの計画を一体的に策定することと

されており，本市においては両計画を調和のとれた計画とするため，「京都市民長

寿すこやかプラン」として一体的に策定しています。 
さらに，この計画は，「安らぎのあるくらしと華やぎのあるまち」を目指した「京

都市基本構想」を受け，その具体化のために全市的観点から取り組む主要な政策を

示した「はばたけ未来へ！ 京プラン（京都市基本計画）」の分野別計画のひとつ

として策定しています。 
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京都市基本構想 

２１世紀の京都のまちづくりの方針を 

理念的に示す長期構想（2001～2025 年） 

はばたけ未来へ！ 京プラン 
（京都市基本計画） 

各区基本計画 

基本構想の具体化のために全市

的観点から取り組む主要な政策

を示す計画 

（平成 23（2011）～32（2020）年度）

基本構想に基づく各区の個性を生

かした魅力ある地域づくりの指針

となる計画 

（平成 23（2011）～32（2020）年度） 

重点戦略及び行政経営の大綱を推進す

るための計画 

（平成 24（2012）～27（2015）年度）

実施計画 

 
京都市民長寿すこやかプラン 

（京都市高齢者保健福祉計画・京都市介護保険事業計画） 

 

【プランの位置付け】 
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このプランは，「はばたけ未来へ！ 京プラン（京都市基本計画）」における高

齢者保健福祉分野を具体化する計画として，「はばたけ未来へ！ 京プラン」実施

計画及び関連する他の分野別計画との整合を図るとともに，十分な連携のもとに推

進します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な分野別計画等との連携】 

京都市民長寿すこやかプラン 

（京都市高齢者保健福祉計画・ 

京都市介護保険事業計画） 

「はばたけ未来へ！  

京プラン」実施計画 

（平成24（2012）～ 

平成27（2015）年度） 
京都市民健康 

づくりプラン 

（平成13（2001）～ 

平成24（2012）年度） 
 

京（みやこ）・ 

地域福祉推進指針 

（平成 21（2009）年 

3 月策定） 

京都市国民健康保険 

事業運営安定化計画 

（毎年度策定）

支え合うまち・京 

のほほえみプラン 

（京都市障害保健福祉推進計画）

（平成20（2008）～ 

平成24（2012）年度） 
 

京都市未来 

こどもプラン 

（平成22（2010）～ 

平成26（2014）年度） 
 

京都市住宅 

マスタープラン 

（平成22（2010）～ 

平成31（2019）年度） 
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平成 26 年度までの目標設定 

平成 18～20 年度 平成 21～23 年度 

平成 24～26 年度 平成 27～29 年度 

高齢化が本格化する平成 27 年度以降における地域包括

ケアシステムの構築を見据えた新たな視点での取組 

平成 30～32 年度 

２ プランの期間 
 

このプランの期間は平成２４年度から２６年度までとし，第３期プランにおいて

設定した平成２６年度までの目標を達成する仕上げのプランとして，第３期，第４期

プランの延長線上に位置付けます。 

また，いわゆる団塊の世代が後期高齢期に差し掛かる平成３７年（２０２５年）

頃に地域包括ケアシステムを完成することを目指し，今後の更なる高齢化への対応

等を見据えた新たな視点での取組をスタートするプランとしても位置付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

３ 市民参加によるプランの策定 
 

（１）京都市民長寿すこやかプラン推進協議会の開催 

市民公募委員をはじめ，医療，介護，保健，福祉の関係者で構成される「京都

市民長寿すこやかプラン推進協議会」において，プランの内容等の協議を行って

います。 
 

（２）市民意見・ニーズの反映 

 プランの策定に当たっては，市民の意見を取り入れるため，京都市民長寿すこや

かプラン推進協議会への市民参加や公開のほか，平成２２年度に１万人を超える市

民を対象とした「高齢社会対策実態調査／高齢期の生活と健康に関する調査」を

実施し，プラン策定のための基礎資料として活用しました。 

第３期プラン 第４期プラン 

第５期プラン 

第６期プラン 第７期プラン 

【プランの期間】 
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 また，このプランの中間報告について，平成２３年１２月から１箇月以上にわ

たるパブリックコメントを実施するとともに，市民説明会を開催し，市民の皆様

から御意見・御提言をいただくなど，市民参加によりプランづくりを進めてきま

した。 
 
 ア 中間報告に係る市民説明会の開催と御意見・御提言の募集（パブリックコメント） 

 （ア）市民説明会の開催 

    市民の皆様にプラン策定の検討内容を知っていただくとともに，市民の皆様

の声をプランに反映させていくため，「京都市民長寿すこやかプラン推進協議

会」での議論を経て，平成２３年１２月に第５期プランの中間報告をとりまと

めました。 
    この中間報告に対する市民説明会は，平成２３年１２月８日，「ひと・まち

交流館 京都」において開催し，第４期プランの取組状況，第５期プランの基

本的な考え方及び重点課題ごとの取組方針と主な施策，介護サービス量の推計

などについて説明しました。 
なお，市民説明会には，１３０人の市民の皆様に御参加いただきました。 

 
 （イ）御意見・御提言の募集（パブリックコメント） 

    平成２３年１２月から平成２４年１月にかけて，中間報告に係るパブリック

コメントを実施し，市民説明会当日のものを含め，４６通，１０４件の御意見・

御提言をいただきました。 
    いただきました御意見・御提言につきましては，京都市民長寿すこやかプラ

ン推進協議会に報告するとともに，第５期プランを策定するうえで参考とさせ

ていただきました。また，御意見・御提言とそれに対する本市の考え方（回答）

については，本市ホームページにおいて公開しています。 
 
 イ 京都市政出前トーク等の実施 

 市民の皆様に市政に関する理解を深めていただくとともに，これからのまちづ

くりについて共に考えるきっかけとするため，担当部署の職員が出向いて施策や

事業，まちづくりについて説明する京都市政出前トークや各種会合等，あらゆる

機会を活用する中で，介護保険制度をはじめとする各種制度の内容や本市の高齢

者保健福祉に関する取組状況，第５期プランの策定等について共に考える学習機

会を市民の皆様に積極的に提供しました。 
   なお，中間報告に関しては，３９回，５５９人の市民の皆様に説明を行いました。 
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第２章 高齢者の現況及び今後の高齢者の姿 
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１ 京都市の高齢者の現況 
 

（１）総人口と高齢者人口等の推移 

 本市の近年における総人口及び高齢者人口等の推移を見ると，総人口は横ばい

傾向にあります。しかし，６５歳以上の高齢者人口は増加し続けており，平成

２３年では３４１，５１８人と平成１７年より約４万９千人増加し，高齢化率に

ついても平成２３年は２３．２％と，平成１７年より３．３ポイント増加してい

ます。 
 

■ 総人口及び高齢者人口等の推移      （単位：人） 

  昭和 60 年 平成 2年 平成 7年 平成 12 年 平成 17 年 平成 22 年 平成 23 年

総人口 1,479,218 1,461,103 1,463,822 1,467,785 1,474,811 1,474,015 1,473,416

65歳 

以上 

人口 168,417 184,959 213,403 252,963 292,927 330,047 341,518

構成比 11.4% 12.7% 14.6% 17.2% 19.9% 23.0% 23.2%

 
65～

74歳 

人口 100,302 103,036 121,917 144,932 160,045 173,738 174,667

構成比 6.8% 7.1% 8.3% 9.9% 10.9% 12.0% 11.9%

 
75歳

以上 

人口 68,115 81,923 91,486 108,031 132,882 156,309 166,851

構成比 4.6% 5.6% 6.2% 7.4% 9.0% 11.0% 11.3%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（昭和 60年～平成 22年） 

推計人口 京都市総合企画局情報化推進室情報統計担当（平成 23年 10 月） 

※ 平成 22年の構成比は総人口から年齢不詳を除いて算出している。 

（人） 
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 行政区別の高齢化率を見ると，すべての行政区で２０％を超えていますが，「西

京区」「南区」「伏見区」など市の郊外部では比較的高齢化率が低くなっていま

す。また，年齢階層で見ると，「北区」「上京区」「左京区」「中京区」「東山

区」「下京区」の半数を超える行政区において「７５歳以上人口（後期高齢者）

の割合」が「６５～７４歳人口（前期高齢者）の割合」を上回っています。 

 

■ 行政区別高齢者人口及び高齢化率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：推計人口 京都市総合企画局情報化推進室情報統計担当（平成 23年 10 月）

   端数処理のため，合計の割合は一致しないことがある。 

（人） 
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（２）世帯の状況 

 本市の一般世帯及び高齢者世帯数の推移を見ると，「６５歳以上の世帯員のい

る一般世帯」数は増加し続けており，平成２２年は２２４，６３５世帯，一般世

帯数に占める割合は３３．０％と前回調査より更に増加しています。 

 「６５歳以上の世帯員のいる一般世帯」の内訳を見ると，「単身世帯」「夫婦

のみの世帯」「親と子のみの世帯」の世帯数の増加が見られる一方，「三世代世

帯」が大幅に減少しています。 

 
■ 一般世帯及び高齢者世帯数の推移       （単位：世帯） 

  昭和60年 平成 2年 平成 7年 平成12年 平成17年 平成22年

一般世帯数 533,474 546,157 579,369 610,665 641,455 680,634

  

６５歳以上の世帯

員のいる一般世帯 

世帯数 125,489 135,092 153,209 178,731 201,924 224,635

構成比 23.5% 24.7% 26.4% 29.3% 31.5% 33.0%

 

単身世帯 
世帯数 22,892 29,616 37,737 51,198 60,714 70,738

構成比 18.2% 21.9% 24.6% 28.6% 30.1% 31.5%

夫婦のみ 

の世帯 

世帯数 27,334 32,060 39,856 49,164 57,448 64,730

構成比 21.8% 23.7% 26.0% 27.5% 28.5% 28.8%

親と子のみ

の世帯 

世帯数 21,969 24,284 29,351 36,571 45,144 54,124

構成比 17.5% 18.0% 19.2% 20.5% 22.4% 24.1%

三世代世帯 
世帯数 38,584 33,791 30,105 24,855 26,337 22,046

構成比 30.7% 25.0% 19.6% 13.9% 13.0% 9.8%

その他 

の世帯 

世帯数 14,710 15,341 16,160 16,943 12,281 12,997

構成比 11.7% 11.3% 10.5% 9.5% 6.1% 5.8%

1 世帯当たり平均人員 2.77 人 2.65 人 2.5 人 2.37 人 2.28 人 2.17 人

 

 

 

資料：国勢調査
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 行政区別の高齢者人口に占めるひとり暮らし高齢者の割合を見ると，「西京区」

を除く全ての行政区で２０％を超えています。最も高いのは「東山区」で２７％

を超えており，次いで「下京区」「南区」「中京区」と，市の中心部で比較的高

くなっています。 

 
■ 行政区別高齢者人口に占めるひとり暮らし高齢者の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（平成２２年）

（人） 
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 一般世帯と高齢者のいる世帯を住まいの形態別に比較すると，「持ち家」及び

「民営の借家」に大きな差が見られ，高齢者のいる世帯は「持ち家」の割合が

７４．０％と高い状況にあります。 
 平成１７年から平成２２年にかけての変化を見ると，「公営の借家」「間借り」

については，一般世帯では減少していますが，高齢者のいる世帯では増加してい

ます。 
 

■ 住まいの状況                  （単位：世帯） 

  
一般世帯 

高齢者のいる世帯 

（65 歳以上の世帯員のいる世帯） 

平成 17 年 平成 22 年 平成 17 年 平成 22 年 

総 数 641,455 680,634 201,924 224,635

 

持ち家 
世帯数 343,952 361,453 148,451 166,289

構成比 53.6% 53.1% 73.5% 74.0%

公営の借家 
世帯数 25,330 24,670 10,295 11,815

構成比 3.9% 3.6% 5.1% 5.3%

都市再生機構・ 

公社の借家 

世帯数 15,659 14,858 4,556 5,179

構成比 2.4% 2.2% 2.3% 2.3%

民営の借家 
世帯数 226,266 252,885 35,379 37,958

構成比 35.3% 37.2% 17.5% 16.9%

給与住宅 
世帯数 12,909 12,632 992 950

構成比 2.0% 1.9% 0.5% 0.4%

間借り 
世帯数 7,664 7,165 1,312 1,525

構成比 1.2% 1.1% 0.6% 0.7%

その他 
世帯数 9,675 6,971 939 919

構成比 1.5% 1.0% 0.5% 0.4%

 

 
資料：国勢調査
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２ 高齢社会対策実態調査／高齢期の生活と健康に関する調査から見る現状 
 

（１）調査の概要 

 ア 調査目的 

  本市においては，総合的な高齢社会対策施策の検討・実施に当たっての基礎

資料とするため，昭和５５年以降，５年ごとに「高齢社会対策実態調査」を実

施し，高齢者の生活実態について調査を行ってきました。 
  また，この調査とは別に，京都市民長寿すこやかプラン（高齢者保健福祉計

画・介護保険事業計画）の策定に当たっての基礎資料とするため，３年ごとに

「高齢者の生活と健康に関する調査」を実施し，介護サービスの利用状況及び

今後の利用意向等を把握するとともに，介護保険制度及び高齢者保健福祉施策

に係る市民の意向を調査してきました。 

  今回については，これらの調査の実施年度が重なったことから，両調査の趣

旨を盛り込んだうえで統合し，高齢者の生活実態について把握するとともに，

第５期プラン策定に向けての基礎資料を得ることを目的として，平成２３年１

月に実施しました。 
 
  イ 調査の種別と調査対象  

 種別 調査対象 

１ 
市民に対する 
調査（すこやか 
アンケート） 
 

Ａ 高齢者一般調査 
要支援・要介護認定を受けてい

ない65歳以上の方 4,000人（抽

出） 

Ｂ 居宅サービス利用者調査
介護保険の居宅サービスを利用

している方 3,500 人（抽出） 

Ｃ 居宅サービス未利用者 
  調査 

要支援・要介護認定を受けてい

るが，介護保険の居宅サービス

を利用していない方 1,750 人

（抽出） 

Ｄ 若年者調査 40 歳以上 65 歳未満の方 3,000

人（抽出） 

２  
事業者に 
対する調査 

Ｅ 事業者調査 
京都市内でサービスを提供する

介護サービス事業者 1,295 事

業者（全数） 

    ※ Ａ～Ｄの調査は平成２２年１２月１日現在データから無作為抽出。Ｅの調査は介護保険サービスを 

     提供している京都市内の事業者のうち，平成２２年１２月の給付実績がある全事業所・施設を対象に 

     実施（ただし，居宅療養管理指導は除く） 
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(N=2,541)

8.4

20.6

6.9

4.1

15.1

25.9

18.6

4.8

1.8

44.2

4.3

8.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

住宅が狭い

住宅改修に費用がかかる

家の中や共用部分等の階段が急である

／

 手すりがついていない

エレベーターが設置されていない

家の中や玄関から外に出るまでに段差

などがある

トイレや脱衣所など，家の中に寒い場

所がある
電球の交換，高いところの荷物や重い

荷物の出し

入れ，庭の管理など家のこまごました
住宅ローンや家賃などの費用負担が大

変（マンション等の修繕積立金を含

む）

立ち退きの心配がある

特に困っていることはない

その他

不明・無回答

％

 
 

 

(件数)

(Ｎ＝2,541)

住宅が狭い 214

住宅改修に費用がかかる 524

家の中や共用部分等の階段が急である／ 

手すりがついていない 
176

エレベーターが設置されていない 105

家の中や玄関から外に出るまでに段差など

がある 
384

トイレや脱衣所など，家の中に寒い場所が 

ある 
658

電球の交換，高いところの荷物や重い荷物の出し

入れ，庭の管理など家のこまごましたことが大変 
473

住宅ローンや家賃などの費用負担が大変 

（マンション等の修繕積立金を含む） 
121

立ち退きの心配がある 46

特に困っていることはない 1,124

その他 108

不明・無回答 225

(N=2,541)

71.2

7.4

6.5

5.1

4.4

0.5

0.6

1.9

2.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

持家（一戸建て）

持家（分譲マンション）

民間賃貸住宅（一戸建て）

民間賃貸住宅（マンション・
アパートなど）

公営住宅

社宅・官舎

間借・住み込み

その他

不明・無回答

％

  

 

(件数)

(Ｎ＝2,541)

持家（一戸建て） 1,808

持家（分譲マンション） 189

民間賃貸住宅（一戸建て） 165

民間賃貸住宅（マンション・アパートなど） 130

公営住宅 113

社宅・官舎 12

間借・住み込み 16

その他 49

不明・無回答 59

（２）主な調査結果 
  ア 住まいの状況 

    住まいの状況を見ると，「持家（一戸建て）」が７１．２％と最も高くなっ

ています。 

  現在の住まいについて困っていることについては，「トイレや脱衣所など，家の

中に寒い場所がある」「住宅改修に費用がかかる」などの回答が多くなっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

■ 現在の住まい（単数回答）［高齢者一般調査］ 

■ 住まいについて困っていること（複数回答）［高齢者一般調査］ 
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(N=2,541)

20.4

29.3

25.0

18.1

7.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

よく知っており，実践している

知っているが，実践していない

名前は聞いたことはあるが，

どういうものかよくわからない

全く知らない

不明・無回答

％

 
 

 

(件数)

(Ｎ＝2,541)

よく知っており，実践している 518

知っているが，実践していない 745

名前は聞いたことはあるが，どうい

うものかよくわからない 
634

全く知らない 460

不明・無回答 184

(N=2,541)

53.5

34.7

6.6

1.4

3.9

0.0 20.0 40.0 60.0

日ごろからよく気をつけて，現状を

維持できるように取り組んでいる

気をつけているが，適切に対応できて

いるかわからない

あまり気をつけていない

全く気をつけていない

不明・無回答

％

 
 

 

(件数) 

(Ｎ＝2,541) 

日ごろからよく気をつけて，現状を 

維持できるように取り組んでいる 
1,359 

気をつけているが，適切に対応でき

ているかわからない 
881 

あまり気をつけていない 167 

全く気をつけていない 35 

不明・無回答 99 

 

 イ 介護予防の状況 

   介護予防の認知状況・実施状況を見ると，要介護状態になることを予防する取

組を実践している割合は約２割となっています。 
 また，自己の心身の変化への対応状況を見ると，「現状を維持できるよう取り

組んでいる」割合が約５割となっている一方，「気をつけているが，適切に対応

できているかわからない」の回答が約３割見られることから，効果のある取組

方法を周知・啓発することが重要です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

■ 介護予防の認知状況・実施状況（単数回答）［高齢者一般調査］ 

■ 自己の心身の変化への対応状況（単数回答）［高齢者一般調査］ 
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(N=2,541)

29.1

26.6

44.6

39.7

12.5

6.3

4.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

学校時代の友人

職場の同僚・元同僚

近所の人

趣味を通じた仲間

いない

その他

不明・無回答

％

  

 

(件数)

(Ｎ＝2,541)

学校時代の友人 740

職場の同僚・元同僚 675

近所の人 1,134

趣味を通じた仲間 1,008

いない 318

その他 159

不明・無回答 123

 

 ウ 生きがいづくりの状況 

 

 ① ふだん親しくしている人 

ふだん親しくしている友人・仲間を見ると，「近所の人」や「趣味を通じた

仲間」が多くなっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  ② 地域活動 

この１年間に参加したことのある活動及び今後参加したいと思う活動を見 
ると，「趣味・文化・スポーツ活動」との回答が多くなっています。 

    また，「参加したことはない」「今後参加したいと思うものはない」との回

答も次いで多い結果となっています。

■ ふだん親しくしている友人・仲間（複数回答）［高齢者一般調査］ 
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(N=2,541)

32.1

6.8

7.1

2.7

1.5

2.6

16.9

42.3

3.2

10.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

趣味・文化・スポーツ活動

生活環境改善（環境美化，緑化

推進，まちづくりなど

生活安全活動（交通安全，防犯・

防災など）

高齢者の方への支援（家事援助，

移送など）

障害のある方への支援（家事援助，

移送など）

子育て支援（保育の手伝いや地域で

の子どもの見守りなど）

地域行事（祭などの地域の催しもの

の世話など）

参加したことはない

その他

不明・無回答

％

 
 

 

(件数) 

(Ｎ＝2,541) 

趣味・文化・スポーツ活動 815 

生活環境改善（環境美化，

緑化推進，まちづくりなど） 
172 

生活安全活動（交通安全，

防犯・防災など） 
181 

高齢者の方への支援（家事

援助，移送など） 
68 

障害のある方への支援（家

事援助，移送など） 
39 

子育て支援（保育の手伝いや地

域での子どもの見守りなど） 
67 

地域行事（祭などの地域の

催しものの世話など） 
429 

参加したことはない 1,076 

その他 82 

不明・無回答 277 

(N=2,541)

40.7

10.3

8.1

5.1

2.8

3.3

12.9

27.8

3.8

18.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

趣味・文化・スポーツ活動

生活環境改善（環境美化，緑化

推進，まちづくりなど

生活安全活動（交通安全，防犯・

防災など）

高齢者の方への支援（家事援助，

移送など）

障害のある方への支援（家事援助，

移送など）

子育て支援（保育の手伝いや地域で

の子どもの見守りなど）

地域行事（祭などの地域の催しもの

の世話など）

今後参加したいと思うもの

はない

その他

不明・無回答

％

 
 

 

(件数) 

(Ｎ＝2,541)

趣味・文化・スポーツ活動 1,035

生活環境改善（環境美化，緑

化推進，まちづくりなど） 
261

生活安全活動（交通安全，防

犯・防災など） 
207

高齢者の方への支援（家事援

助，移送など） 
129

障害のある方への支援（家事

援助，移送など） 
72

子育て支援（保育の手伝いや地

域での子どもの見守りなど） 
84

地域行事（祭などの地域の催

しものの世話など） 
329

今後参加したいと思うもの

はない 
707

その他 97

不明・無回答 472

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

■ この１年間に参加したことのある活動（複数回答）［高齢者一般調査］ 

■ 今後参加したいと思う活動（複数回答）［高齢者一般調査］ 
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14.0

31.1

18.6

4.8

7.0

15.3

2.0

7.2

30.9

3.5

2.5

8.6

10.5

8.8

7.0

28.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

自宅で家族中心に介護を受けたい

自宅で家族の介護と外部の介護サービ

スを

家族に依存せずに生活できるような介
護

ケア付の高齢者住宅などに住み替えて
介護を受けたい

特別養護老人ホームなどの施設で介護
を

医療機関に入院して介護を受けたい

その他

不明・無回答

％

一般高齢者（Ｎ＝2,541） 若年者（Ｎ＝1,387）

56.0

1.7

6.5

3.4

4.4

8.7

28.1

4.5

30.6

4.6

49.6

2.1

0.0 20.0 40.0 60.0

自宅

子や孫など親族の家

特別養護老人ホームなどの介護

サービス施設

病院などの医療施設（緩和ケア

病棟・ホスピスを含む）

その他

不明・無回答

％

一般高齢者（Ｎ＝2,541） 若年者（Ｎ＝1,387）

 

  エ 介護・生活について 

 

  ① 希望する介護の姿 

人生の終末期をどこで迎えたいか，また，介護が必要となった場合にどの

ような介護を希望するかを見ると，それぞれ自宅の割合が高く，住み慣れた

自宅での生活を希望される傾向が見られます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

 

 

 

 

 

自宅 
1,422

688

子や孫など親族の家 
43

29

特別養護老人ホームなどの介護サービス施設 
164

120

病院などの医療施設（緩和ケア病棟・ホスピスを含む）
715

424

その他 
86

62

不明・無回答 
111

64

自宅で家族中心に介護を受けたい 
356

97

自宅で家族の介護と外部の介護サービスを組み合わせて

介護を受けたい 

789

392

家族に依存せずに生活できるような介護サービスを自宅

で受けたい 

472

428

ケア付の高齢者住宅などに住み替えて介護を受けたい 
123

146

特別養護老人ホームなどの施設で介護を受けたい 
178

119

医療機関に入院して介護を受けたい 
389

122

その他 
50

35

不明・無回答 
184

48

■ 人生の終末をどこで迎えたいか（単数回答）［高齢者一般／若年者調査］ 

■ 介護が必要となった場合に希望する介護の姿（単数回答）［高齢者/若年者調査］ 
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34.0

21.6

17.1

35.0

27.7

1.5

28.1

21.4

32.2

35.8

3.7

15.8

30.5

31.8

7.7

22.7

3.2

11.5

18.8

8.1

29.0

28.1

27.3

35.4

34.5

1.8

40.2

16.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

毎日の食事の準備・後かたづけや掃
除・

食事を配達してもらいながら安否確認
を

入浴やトイレなどを介助してもらえる
こと

夜間や緊急時など，いつでも訪問サー

ビス

自宅近くで「通い」や「訪問」「宿
泊」など

契約や財産管理の手続きを手伝っても

らえる

介護などの相談にいつでも乗ってもら
える

病院の送り迎えなど外出時のサポート
が

医師や看護師などに往診してもらえる

こと

隣近所の人に声かけや見守りを行って
もらえること

介護をする家族などの負担を軽減して

もらえること

買い物の手伝い，荷物の持ち運び，住
宅の

その他

不明・無回答

％

一般高齢者（Ｎ＝2,541） 利用者（Ｎ＝1,825）

 

  ② 自宅や地域で生活し続けるために必要な支援 

  自宅での生活を続けるために必要な支援を見ると，「毎日の食事の準備・後

かたづけや掃除・洗濯などの家事を手伝ってもらえること」「夜間や緊急時な

ど，いつでも訪問サービスが受けられること」などの生活支援，在宅介護サー

ビスや，「医師や看護師などに往診してもらえること」といった医療的なケア，

「介護をする家族などの負担を軽減してもらえること」などが求められる傾向

にあります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎日の食事の準備・後かたづけや掃除・洗濯などの家事

を手伝ってもらえること 

863

734

食事を配達してもらいながら安否確認をしてもらえる 

こと 

548

309

入浴やトイレなどを介助してもらえること 
435

557

夜間や緊急時など，いつでも訪問サービスが受けられる

こと 

889

646

自宅近くで「通い」や「訪問」「宿泊」などの多様なサ

ービスを希望に応じて組み合わせながら利用できること

705

498

契約や財産管理の手続きを手伝ってもらえること 
39

33

介護などの相談にいつでも乗ってもらえること 
715

513

病院の送り迎えなど外出時のサポートが受けられること
545

530

医師や看護師などに往診してもらえること 
818

581

隣近所の人に声かけや見守りを行ってもらえること 
207

140

介護をする家族などの負担を軽減してもらえること 
910

630

買い物の手伝い，荷物の持ち運び，住宅の軽微な修繕や

理容サービスなどの生活支援サービスを受けられること

477

415

その他 
95

58

不明・無回答 
401

209

■ 自宅での生活を続けるために必要な支援（複数回答）［高齢者一般/利用者調査］



- 20 - 

22.6

26.8

9.0

15.3

10.7

10.3

16.9

14.2

6.9

1.5

4.9

16.8

19.0

11.6
10.4

29.2

16.4

11.7

12.9

9.8

2.4

8.6

37.2

30.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

特別養護老人ホーム，デイサービス

センターなどの介護サービス施設

地域内の身近な医療サービス（訪問
医療，訪問看護など）

公園・緑地などの憩える場所

ご近所の方同士で気軽に集える施設
（集会所，憩いの家など）

外出時の身近な交通手段

災害や犯罪などに対する地域での取組
（防災・防犯体制など）

ご近所の助け合い意識・協力意識

近所に市場や商店街，スーパーマー
ケット，金融機関などがあること

買い物の手伝いや荷物の持ち運び
などの生活支援サービス

特になし

その他

不明・無回答

％

一般高齢者（Ｎ＝2,541） 利用者（Ｎ＝1,825）

 

 地域で生活していく上で必要な支援を見ると，「特別養護老人ホーム，デイサ

ービスセンターなどの介護サービス施設」や「地域内の身近な医療サービス（訪

問医療，訪問看護など）」の割合が高く，医療・介護サービスが身近に受けられ

ることが求められています。 
 また，「ご近所の方同士で気軽に集える施設（集会所，憩いの家など）」や「ご

近所の助け合い意識・協力意識」などを必要とする回答もあり，地域のつながり

づくりについても求められています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別養護老人ホーム，デイサービスセンターなどの介護

サービス施設 

575

678

地域内の身近な医療サービス（訪問医療，訪問看護など）
680

550

公園・緑地などの憩える場所 
229

90

ご近所の方同士で気軽に集える施設（集会所，憩いの家

など） 

390

178

外出時の身近な交通手段 
272

235

災害や犯罪などに対する地域での取組（防災・防犯体制

など） 

262

157

ご近所の助け合い意識・協力意識 
429

214

近所に市場や商店街，スーパーマーケット，金融機関な

どがあること 

362

300

買い物の手伝いや荷物の持ち運びなどの生活支援サービ

ス 

176

306

特になし 
741

346

その他 
37

44

不明・無回答 
265

211

■ 地域で生活していく上で必要な支援（複数回答）［高齢者一般/利用者調査］ 
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(N=2,541)

10.7

6.0

4.6

19.0

59.7

0.0 20.0 40.0 60.0

介護保険料の上昇をできる
かぎり抑制し，現行サービス

を維持すべき
介護保険料が上昇しても，
サービスを充実すべき

介護保険料の上昇を抑制
するため，サービスを縮小

すべき

その他

不明・無回答

％

 
 

 

(件数)

(Ｎ＝2,541)

介護保険料の上昇をできるかぎり抑

制し，現行サービスを維持すべき 
1,518

介護保険料が上昇しても， 

サービスを充実すべき 
271

介護保険料の上昇を抑制するた

め，サービスを縮小すべき 
152

その他 118

不明・無回答 482

 

 ③ 介護サービスや介護保険料の水準について 

介護保険料と介護サービスの今後のあり方を見ると，「介護保険料の上昇を

できるかぎり抑制し，現行サービスを維持すべき」が５９．７％と高くなって

います。しかし，「介護保険料が上昇しても，サービスを充実すべき」との回

答も１０．７％あり，負担と給付のバランスに配慮して事業運営を行っていく

必要があります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

■ 介護保険料と介護サービスの今後のあり方（単数回答）［高齢者一般調査］ 
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３ 京都市における今後の高齢者人口等の見通し 
 

 

 

 「団塊の世代」が高齢期を迎え，４人に１人が高齢者となる見込みです。 

 

平成２４年から，「団塊の世代」が順次６５歳を迎えられ，今後とも高齢化が進

展する中，社会の活力を維持・増進していくためには，高齢者が社会の担い手の一

員として，これまで培ってこられた経験や知識を十分に生かすとともに，多世代の

活発な交流を図りながら，可能な限り社会参加し続けられるよう支援することが必

要です。 
本市における高齢化率は，平成２５年に２５％を超え，４人に１人が高齢者にな

ると予測されます。 
また，高齢者人口は，平成２６年には３７万人を超えると推計されます。 

 

■ 総人口及び高齢者人口の推移及び今後の推計      （単位：人） 

  平成 22年 平成 23年 平成 24年 平成 25年 平成 26年 平成 27年 平成 28年 平成 29年

総人口 1,474,015 1,473,416 1,459,516 1,455,986 1,452,456 1,448,926 1,443,651 1,438,376

65歳 

以上 

人口 330,047 341,518 356,233 366,139 376,044 385,950 388,048 390,146

構成比 23.0% 23.2% 24.4% 25.1% 25.9% 26.6% 26.9% 27.1%

 
65～

74歳 

人口 173,738 174,667 184,929 189,914 194,899 199,884 196,617 193,350

構成比 12.0% 11.9% 12.7% 13.0% 13.4% 13.8% 13.6% 13.4%

 
75歳

以上 

人口 156,309 166,851 171,304 176,225 181,145 186,066 191,431 196,796

構成比 11.0% 11.3% 11.7% 12.1% 12.5% 12.8% 13.3% 13.7%

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（平成 22年） 

推計人口 京都市総合企画局情報化推進室情報統計担当（平成 23年 10 月） 

平成 24年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の市町村別将来人口（平成 20年 12 月推計）」を参 

考に，京都市保健福祉局長寿社会部長寿福祉課において推計 

※ 平成 22年の構成比は総人口から年齢不詳を除いて算出している。 
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66,922

69,080

71,209

73,344

62,000

64,000

66,000

68,000

70,000

72,000

74,000

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

(人）

0

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 要支援・要介護認定者数は約６千人増加する見込みです。 

 

高齢者人口の増加に伴い，要支援・要介護認定者数も増加が見込まれます。平成

２６年における要支援・要介護認定者数は，７万３千人を超え，平成２３年と比較

し約６千人増加する見込みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（平成 22年） 

推計人口 京都市総合企画局情報化推進室情報統計担当（平成 23年 10 月） 

平成 24年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の市町村別将来人口（平成 20年 12 月推計）」

を参考に，京都市保健福祉局長寿社会部長寿福祉課において推計 

※ 平成 22年の高齢化率は総人口から年齢不詳を除いて算出している。 

実 績 推 計

※ 各年度 10月時点の数値            

（人） 



- 24 - 

 

 ひとり暮らしの高齢者世帯や認知症高齢者の増加が見込まれます。 

 

平成２２年１０月現在の本市におけるひとり暮らし高齢者世帯数は，

７０，７３８世帯となっています。  
地域から孤立しがちなひとり暮らし高齢者等が増加する中，ひとり暮らし高齢者

等に対する地域における見守りや支援がますます重要となっています。 
 
■ 本市における高齢者世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

また，本市の要支援・要介護認定者における認知症高齢者数（「認知症高齢者の

日常生活自立度」Ⅱ以上の高齢者数）は，平成１８年度から平成２３年度にかけて 
約１．４倍となっており，今後，高齢者数の増加に伴い，更なる増加が見込まれます。 

 
 ■ 本市の要支援・要介護認定者数における認知症高齢者数(「認知症高齢者の日常  

生活自立度」Ⅱ以上の高齢者数) 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 各年度 10月時点の数値  

51,198 60,714 70,738 

49,164 
57,448 

64,730 

36,571 

45,144 

54,124 

178,731

201,924 

224,635 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

平成12年 平成17年 平成22年

その他の世帯

親と子のみの世帯

夫婦のみの世帯

単身世帯

（28.6%）

（27.5%）

（30.1%）

（28.5%）

（31.5%）

（28.8%）

（世帯）

（100.0%）

（100.0%）

（100.0%）

（20.5%）

（22.4%）

（24.1%）

  資料：国勢調査

25,000

29,000
32,000 32,000

35,000 36,000

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

（人）

0


